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海は世界をつなぐ！人をつなぐ！ 

人 口 の う ご き 

平成２７年 ６月末 

総人口    ９，３２８（ －１２） 

  男       ４，４９５（ －１１） 

女       ４，８３３（  －１） 

世帯数    ５，２６６（  －４） 

カッコ内は前月との比較     

今 月 の 主 な 記 事 

○ シーカヤック大会…………Ｐ３ 

○ 古高元年‥‥………………Ｐ５ 

○ お知らせ…‥………………Ｐ６ 

○ 戸籍の窓 ………………‥･Ｐ１０ 

○ まちの話題…………………Ｐ１１ 



８月１５日（土）～１６日（日）瀬戸内町みなと祭り     広報せとうち（２）

所

信

表

明

平
成
２７
年
第
１
回
瀬
戸
内
町
議

会
臨
時
会
を
招
集
申
し
上
げ
ま
し
た

と
こ
ろ
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
出
席
を
賜
り
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
で
、
議
長
の
お
許
し
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
回
ご
審
議
を

い
た
だ
き
ま
す
諸
議
案
の
説
明
に
先

立
ち
ま
し
て
、
町
長
就
任
の
あ
い
さ

つ
並
び
に
所
信
を
表
明
申
し
上
げ
ま

す
。去

る
６
月
１４
日
に
執
行
さ
れ
た

町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
町
民
の

皆
様
方
の
力
強
い
ご
支
援
と
ご
支
持

を
い
た
だ
き
、
瀬
戸
内
町
長
に
就
任

し
、
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
こ
う
し
て
、
こ
の
壇
上
に
立

ち
ま
す
と
、
改
め
て
、
そ
の
職
責
の

重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
度
の
選
挙
を
通
じ
て
、
私
に

い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様
方
の
ご
支

援
や
ご
意
見
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
の
原
動
力
に
な
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

町
民
・
役
場
職
員
・
郷
友
会
な
ど
と

一
体
と
な
り
、
地
方
創
生
を
や
り
抜

く
「
チ
ー
ム
せ
と
う
ち
」
を
つ
く
り

あ
げ
、
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
全
力

で
、
そ
し
て
真
摯
に
町
政
運
営
に
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
私
は
、
町
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
対
話
を
通
じ
て
町
民
の
皆

様
、
各
種
団
体
の
皆
様
と
と
も
に
議

論
し
、
積
極
的
に
意
見
交
換
を
し
な

が
ら
、
そ
の
声
が
し
っ
か
り
と
行
政

に
響
く
、
し
っ
か
り
と
役
場
に
届
く

瀬
戸
内
町
の
実
現
。
そ
し
て
、
瀬
戸

内
町
の
将
来
を
支
え
る
若
者
た
ち
が

未
来
と
夢
を
語
り
合
い
な
が
ら
、
こ

の
町
に
ず
っ
と
住
み
た
い
、
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
。
若
い
世
代
が
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
。
さ
ら
に
は
、
企
業
誘
致
に

よ
る
産
業
の
振
興
と
雇
用
創
出
を
図

り
、
人
口
１
万
人
復
活
を
実
現
し
た

い
と
い
う
こ
と
な
ど
の
理
念
の
も
と

に
、
８
つ
の
柱
を
基
本
と
す
る
３４
の

瀬
戸
内
創
生
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
お
示

し
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
８
つ
の
柱
は
、

１
．
国
・
県
と
の
信
頼
関
係
の
回
復

と
連
携
強
化

２
．
雇
用
創
出
に
よ
る
活
力
あ
ふ
れ

る
躍
動
す
る
ま
ち

３
．
幸
せ
な
暮
ら
し
を
共
に
支
え
合

う
福
祉
の
ま
ち

４
．
人
を
育
て
心
を
育
む
思
い
や
り

の
あ
る
ま
ち

５
．
安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ

る
ま
ち

６
．
環
境
を
守
り
自
然
と
調
和
し
た

ま
ち

７
．
個
性
と
魅
力
が
光
り
輝
く
ま
ち

８
．
真
の
共
生
・
協
働
に
よ
る
町
民

主
体
の
ま
ち
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
私
の
所
信
の
一
端
を
申
し

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
か
つ
堅
実
に

実
行
す
る
た
め
に
は
、
行
政
の
継
続

性
と
い
う
観
点
か
ら
、
２
期
８
年
に

わ
た
っ
て
町
政
運
営
を
い
た
だ
い
た

前
房
町
政
の
検
証
を
十
分
行
い
つ
つ

信
頼
さ
れ
る
行
政
運
営
に
向
け
て
、

町
民
の
皆
様
と
の
連
携
を
深
め
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
は

も
と
よ
り
、
何
よ
り
議
会
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ま
た
職
員
の
協
力
を
い
た

だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

繰
り
返
し
申
し
上
げ
ま
す
が
、
町

民
、
行
政
、
郷
友
会
が
一
体
と
な
っ

て
創
る
「
チ
ー
ム
せ
と
う
ち
」
の
実

現
に
向
け
て
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご

支
援
と
積
極
的
な
ご
提
言
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
町
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
並
ら

び
に
所
信
表
明
と
い
た
し
ま
す
。



広報せとうち（３）    ８月１５日（土）～１６日（日）瀬戸内町みなと祭り         

７
月
５
日
、
大
島
海
峡
を
舞
台

に
、「
２
０
１
５
奄
美
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
マ
ラ
ソ
ン

in

加
計
呂
麻
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
・

ハ
ー
フ
の
２
コ
ー
ス

１７

種
目
、

「
海
は
世
界
を
つ
な
ぐ
、
人
を
つ

な
ぐ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

も
と
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖

縄
ま
で
、
２
１
９
艇
、
３
５
６
人

が
出
走
し
ま
し
た
。

大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
の
日

は
、
潮
の
流
れ
が
速
い
と
い
う
こ

と
で
、
清
水
〜
嘉
鉄
間
を
短
縮
す

る
コ
ー
ス
変
更
を
行
い
、
定
刻
の

９
時
３０
分
か
ら
順
次
、
コ
ー
ス
別

に
ス
タ
ー
ト
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
胸
に
大
島
海
峡
へ
漕

ぎ
出
し
ま
し
た
。

優
勝
は
、（
Ｈ
ハ
ー
フ
ス
キ
ー
・
１

人
艇
・
男
子
の
部
で
清
水
健
太
さ
ん
）

部
門
は
違
い
ま
す
が
、
昨
年
優
勝
し

た
（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
１
人
艇
・
男
子
）

に
続
い
て
連
続
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。

他
の
本
町
出
身
者
も
、（
フ
ル
２
人

艇
女
子
の
部
で
國
宗
弓
穂
・
拇
岡
環

さ
ん
）・
（
ハ
ー
フ
２
人
艇
男
子
の
部

で
山
畑
貴
宏
・
渡
智
大
さ
ん
）
・（
ハ

ー
フ
２
人
艇
女
子
の
部
で
山
畑
あ

や
・
田
村
夏
海
さ
ん
）・
（
ハ
ー
フ
２

人
艇
混
合
の
部
で
池
田
さ
お
り
・
山

畑
海
勝
さ
ん
）
ペ
ア
が
優
勝
、（
ハ
ー

フ
２
人
艇
男
子
の
部
で
茂
野
拓
真
・

茂
野
武
史
さ
ん
）・
（
ハ
ー
フ
２
人
艇

女
子
の
部
で
牧
愛
梨
香
・
碩
理
保
子

さ
ん
）・
（
フ
ル
・
２
人
艇
混
合
の
部

で
清
水
廣
之
・
有
希
子
さ
ん
）
が
２

位
入
賞
す
る
な
ど
、
地
元
の
利
を
い

か
し
健
闘
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
古
中
・
古
高
生
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
男
子
生

徒
は
艇
の
搬
入
の
補
助
、
女
子
生
徒

は
接
待
係
と
し
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

レ
ー
ス
後
、
恒
例
の
後
夜
祭
は
、

大
湊
緑
地
公
園
で
行
わ
れ
、
ホ
ノ
ホ

シ
太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
表
彰
、
地

元
唄
者
に
よ
る
島
唄
、
喜
界
町
出
身

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
東
郷
晶

子
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
へ
と
進
み
、
メ
イ

ン
の
浜
崎
貴
司
さ
ん
（
フ
ラ
イ
ン
グ

キ
ッ
ズ
）
の
ラ
イ
ブ
で
は
、
ア
ン
コ

ー
ル
の
声
が
響
き
わ
た
り
会
場
の
ボ

ル
テ
ー
ジ
が
最
高
潮
に
達
し
、
最
後

は
、
六
調
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

２０１５ 奄美シーカヤックマラソン in加計呂麻 
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【フルマラソン(１人艇・男子)】 
順位 氏 名 性別 タイム
９ 田村 元宏 男 3:26:03 
10 作田 範昭 男 3:37:35 
【フルマラソン(１人艇・女子)】
順位 氏 名 性別 タイム
７ 片岡 静子 女 4:34:59 
【Ｈハーフスキー(１人艇・男子)】
順位 氏 名 性別 タイム
１ 清水 健太 男 2:27:09 
【フルマラソン(２人艇・男子)】 
順位 氏 名 性別 タイム

４
平田 誓 男

3:19:15 平田 誠 男

５
中田 博也 男

3:25:01 森 一治 男

６
徳田 和正 男

3:25:34 徳田 竜希 男

８
新井 駿也 男

3:35:04 白水健太郎 男

10 
松本 博和 男

4:03:24 重 浩幸 男
【フルマラソン(２人艇・女子)】
順位 氏 名 性別 タイム

１
國宗 弓穂 女

3:34:16 栂岡 環 女
【フルマラソン(２人艇・混合)】
順位 氏 名 性別 タイム

２
清水 廣之 男

2:58:09 清水有希子 女

９
上山隆一郎 男

5:01:52 上山 留美 女
【ハーフマラソン(１人艇・男子)】
順位 氏 名 性別 タイム
３ 山畑 篤海 男 1:40:29 
【ハーフマラソン(２人艇・男子)】 
順位 氏 名 性別 タイム

１
山畑 貴宏 男

1:26:58 渡 智大 男

２
茂野 拓真 男

1:30:39 茂野 武史 男

３
泉 重行 男

1:46:14 伊藤 秀樹 男

４
勇 明治 男

1:55:18 福島 亮太 男

５
栄 克人 男

1:55:22 栄 堪太 男

６
平野 和則 男

1:56:02 貞 宏明 男

７
渡辺 達朗 男

2:08:02 渡辺真一朗 男

９
登島 敏文 男 2:09:30 
徳田 剛 男

10 
中村 和仁 男

2:14:50 碩 義文 男
【ハーフマラソン(２人艇・女子)】 
順位 氏 名 性別 タイム

１
山畑 あや 女

2:05:11 田村 夏海 女

２
牧 愛梨香 女

2:11:19 碩 理保子 女

３
前野 理恵 女

2:28:55 福留 由美 女

４
武田 鈴香 女

2:37:21 元 やよい 女

６
福島 広乃 女

3:01:20 土田 泰子 女

７
籾山 育代 女

3:01:28 前田 順子 女

８
栄 なつき 女

3:05:11 沖島すがの 女
【ハーフマラソン(２人艇・混合)】
順位 氏 名 性別 タイム

１
池田さおり 女

1:36:44 山畑 海勝 男

３
古賀 雅彦 男

1:42:00 古賀ひろみ 女

７
永村 清隆 男

1:56:08 永村 清華 女

【駅伝の部】

順位 氏 名 性別 タイム

７

藏元豪一郎 男

5:00:16 
射手園章吾 男
前田 光貴 男
種子島 尭 男

９

松元 智 男

5:41:10 
前田 浩之 男
西村 隆 男
本田 開 男

10 

野間 崇章 男

5:45:42 
帖佐 訂 男
福別府隆大 男
山之上隆広 男
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男子テニス 

１回戦 古仁屋 ２－１ 龍桜 

２回戦 古仁屋 ０－３ 吹上 

女子テニス 

１回戦 古仁屋 ２－１ 出水商業 

２回戦 古仁屋 ０－３ 伊集院 

『
出
会
い
』

数
学
科

加
藤

雅
隆

「
出
会
い
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
な
出
会
い
を
想
像
す
る
だ
ろ
う
か
。

私
は
先
日
、
尊
敬
す
る
先
輩
教
師
か
ら
「
様
々
な
出
会

い
が
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
。
出
会

い
を
大
切
に
し
な
さ
い
」
と
助
言
を
い
た
だ
い
た
。「
あ
り

が
た
い
な
あ
」
と
思
い
つ
つ
、「
出
会
い
」
が
人
生
に
ど
う

関
わ
っ
て
い
る
の
か
よ
く
解
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
今

ま
で
の
「
出
会
い
」
が
自
分
に
ど
う
影
響
を
与
え
た
の
か

を
考
え
て
み
た
。

ま
ず
は
先
生
方
や
多
く
の
生
徒
と
の
出
会
い
。
多
く
の

人
と
出
会
う
こ
と
で
あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
物
事
を
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。
そ
し
て
「
古
仁
屋
」
と
い

う
未
知
な
土
地
と
の
出
会
い
。
豊
か
な
自
然
や
島
の
歴
史

文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
新
た
な
世
界
観
が
広
が
っ
た
と
思

う
。
ま
た
「
高
校
野
球
」
と
の
出
会
い
。
毎
夏
「
甲
子
園
」

を
目
指
す
球
児
た
ち
の
熱
戦
に
強
く
心
を
打
た
れ
る
。

文
芸
評
論
家
の
亀
井
勝
一
郎
氏
は
「
邂
逅(

か
い
こ
う)

（
出
会
い
）」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
口
に
し
て
い
た
。
人
と

の
出
会
い
、
も
の
と
の
出
会
い
、
本
と
の
出
会
い
な
ど
、

様
々
な
出
会
い
が
感
動
を
生
み
、
感
動
が
人
生
を
豊
か
な

も
の
に
す
る
。

皆
さ
ん
に
は
豊
か
な
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
感
動
を
味
わ
う
こ
と
だ
。

よ
り
多
く
の
人
と
出
会
い
、
よ
り
多
く
の
も
の
と
接
し
、

進
ん
で
読
書
を
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
多
く
の
も
の
と
出

会
う
た
め
に
は
、
門
戸
を
広
げ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま

ず
は
聞
く
耳
を
持
つ
こ
と
。
受
け
入
れ
る
か
否
か
は
、
そ

の
後
で
い
い
。
は
じ
め
か
ら
壁
を
作
っ
て
い
た
の
で
は
何

と
も
出
会
え
な
い
。
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
掲
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私
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皆
さ
ん
と
の
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。
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来
の
出
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し
、
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く
の
感
動
を
得
て
い
き
た
い

と
思
う
。

講師に鹿児島県出身で、アビスパ福岡アカデミーダイレクターの藤崎義孝さんをお迎え

してスポーツ講演会を実施しました。 

演題は、「夢を夢で終わらせない！」。藤崎さんは、決して順調ではなかった自分のサッ

カー人生を振り返りながら、逆境をパワーに変えて立ち向かった経験を通してお話しさ

れ、「できない」は、言い訳にしかならない！夢を夢で終わらせないために大切なことは、

自分で選んで踏み出すこと、やれるかやれないかではなく「やる」と決めること、他者の

求めることを聴くことなどの生きるヒントを教えていただきました。 

女子バレーボール 

1回戦 古仁屋 １－２ 枕崎 

柔道     1回戦 敗退 

剣道     1回戦 敗退 

古仁屋高校家庭クラブでは、家庭

科で学習した知識や技術を活かして

地域のボランティア活動や奉仕活

動、講習会や研究活動などを行いま

す。今年度は、郷土の食材を生かし

て「みきを使ったデザート作り」や

「たんかんペーストを使ったお菓子

作り」を行う予定です。 

家庭クラブ総会生徒総会
平成27年度の生徒総会が開かれ

ました。生徒会長の勝田龍星くんか

ら生徒会役員が紹介され協議が始

まりました。協議では、本年度の活

動計画や生徒会予算案などが出さ

れました。また、各学級より、校則

や施設設備に関する要望が出され、

話し合われました。 

大島地区高校野球大会結果

1回戦 敗退  古仁屋 － 沖永良部 

【お知らせ】

8月3日（月）午後 中学生体験入学 

9月5日（土）第67回体育祭 

高校総体結果
祝！相撲部 ８０ｋｇ未満級 準優勝 運

はこび

太地
だいち

くん 

避難訓練高校総体壮行会





県では，８月を「人権同和問題啓発強調月間」と定め，この期間中にテレビ，ラジオによる啓
発放送や新聞広告など，様々な人権啓発活動を集中的に実施します。 
私たちの社会には，同和問題をはじめ，子どもや高齢者への虐待，女性，障害者等への差別な
ど様々な人権問題が，依然として存在しています。 
 これらの人権問題を解決するためには，県民一人ひとりがお互いの人権を尊重し，偏見や差別
のない社会の実現に向けて意識を高めていくことが大切です。 
 この機会に，皆さんも身近なことから人権について考えてみませんか。 

〈問い合わせ先> 県庁人権同和対策課  電話 099(286)2574 

     教育相談室が，移転しました！  

場  所：瀬戸内町立古仁屋中学校内 

時  間：毎週 月・木曜日 

（ １０：００～16：３0 ） 

                       相談員：池田 よし子 

電 話：０９９７－７２－０９９５ 

８月１５日（土）～１６日（日）瀬戸内町みなと祭り 広報せとうち(６)

８月は人権同和問題啓発強調月間

お子さんの事，ご自身の
事，一人で悩まないで，お気
軽に相談下さい。

応　募　資　格 受付期間 試験期日

　高卒（見込含）２１歳未満の者 　 ８月　１日～　９月　８日
 １次：　９月２３日
 ２次：１０月１７日～２２日
 ３次：１１月１４日～１２月１７日

　１８歳以上２７歳未満の者 　 ８月　１日～　９月　８日
 １次：　９月１８・１９日
※　いづれか指定する１日
 ２次：１０月８日～１４日

男子 　１８歳以上２７歳未満の者
　年間を通じて実施中
 （８月　１日～　９月　８日）

 受付時にお知らせします。

女子 　１８歳以上２７歳未満の者    ８月　１日～　９月　８日
 ９月２５日～２９日
 ※　いづれか１日指定されます。

推薦
　高卒（見込含）２１歳未満の者
　（学校長が推薦できる者）

　 ９月　５日～　９月　９日  ９月２６日・２７日

総合選抜 　高卒（見込含）２１歳未満の者 　 ９月　５日～　９月　９日
 １次：　９月２６日
 ２次：１０月３１日・１１月１日

一般(前期) 　高卒（見込含）２１歳未満の者 　 ９月　５日～　９月３０日
 １次：１１月７日・８日
 ２次：１２月８日～１２日

一般(後期) 　高卒（見込含）２１歳未満の者 　 ２８年１月２０日～１月２９日
 １次：２８年　２月２０日
 ２次：２８年　３月１１日

　高卒（見込含）２１歳未満の者  　９月　５日～９月３０日
 １次：１０月３１日・１１月１日
 ２次：１２月１６日～１８日

　高卒（見込含）２１歳未満の者  　９月　５日～９月３０日
 １次：１０月１７日
 ２次：１１月２８日・２９日

平成２７年度自衛官等募集案内
募　集　種　目

自衛官候補生

航空学生
（海・空のパイロット等を養成）

　一般曹候補生

【お問い合わせ先】
自衛隊鹿児島地方協力本部奄美大島駐在員事務所
奄美市名瀬永田町１７－３　大島支庁内　別館３階　　　電話　0997-53-9１０３
※　その他、詳細については奄美大島駐在員事務所に確認してください。

防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官コース）

防衛大学校学生
（幹部自衛官を養成）

　防衛医科大学校医学科学生

（注）１，※１：平成27年度の募集人員につきましては、決定次第、自衛官ホームページ等でお知らせします。必ずご確認ください。

　　　２，※２：航空自衛隊要因の採用数については男女の区分なく能力に応じて決定します。



瀬戸内町農業委員会では、農地法第30条の規定に基づき、毎年１回、町内の農地の利用状況

について調査を行うこととしています。 

 今年度も、瀬戸内町全域の農地の利用状況について、下記の要領により調査を計画しています

ので、町民の皆様のご協力をお願いいたします。 

【実施時期・方法】 

 平成２７年８月・９月・１０月・１１月 

 実施時期に合わせて町内を、５地区に分けて調査を行う予定です。 

 詳細（日時等）については、各嘱託員へご連絡しますので、ご協力をお願いいたします。 

 ○西方地区 ○東方・山郷地区 ○請・与路地区 ○鎮西地区 ○実久地区 

【実施内容】 

・遊休農地の把握・・・・・・字図、農地台帳等により確認し、現況について地区の現地調査

や聞き取り調査 

 ・違反転用の把握・・・・・・字図、農地台帳等により確認し、現況について地区の現地調査

や聞き取り調査 

・その他営農状況の把握・・・現在の取り組み状況と課題について聞き取り調査 

※  遊休農地の所有者に対する指導、通知、公告、勧告までの手続きは、農業委員会が一貫して

行いますので、ご協力をお願いいたします。 

【問合せ先】〒894-1592 瀬戸内町古仁屋船津２３番地 瀬戸内町役場３階 

         瀬戸内町農業委員会 電話：0997-72-1119（直通） 

広報せとうち(７)       ８月１５日（土）～１６日（日）瀬戸内町みなと祭り        

平成２７年度  農地の利用状況調査実施について

瀬戸内町職員採用候補者試験を次のとおり実施いたします。

１.　試験区分・職種・人員及び受験資格

２.　試 験 日　　 平成27年9月20日（日）

　　　　　　　 午前9時開始（受付時間　8時00分～8時40分まで）

３.　試 験 場　　 役場４階委員会室

４.　申込受付　　 平成27年8月3日(月)～平成27年8月20日(木)

〒８９４－１５９２

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津２３番地

                   瀬戸内町役場総務課人事行政係

                   ℡（０９９７）７２－１１１１（内線117)

若干名
昭和60年4月2日から平成10年４月１日までに生まれた者
（消防職については、救急救命士資格取得者又は、取得見込みの者）

７.　問合わせ先

６.　郵便請求

　の場合

行政職

瀬戸内町職員採用候補者試験について

瀬戸内町役場総務課人事行政係で配布，又は瀬戸内町ホームページからダウンロードでき
ます。

封筒の表に「受験申込書請求」と朱書きし，120円切手を貼った宛先明記の角形２号封筒
（240× 332㎜)を同封して総務課人事行政係まで送付して下さい。

土木・建築

職種
採用予
定人員

試験区分

５.　受験申込

 　書の配布

受　　　　験　　　　資　　　　格

消防士消防職

一般事務



電話 72-1068 担当 (西田・田村) 

８月１５日（土）～１６日（日）瀬戸内町みなと祭り     広報せとうち(８)

ヘルシー（減る脂―）ダイエット教室

場所  物産館 

対象者 国民健康保険加入者の 30歳以上女性
金額  利用者負担 テキスト代 2，268円
内容  食のバランス型紙を使用したダイエット方法

1食 400キロカロリーの昼食試食会
期間  9月～1月（第 1火曜日）5回コース
時間  9時 30分～14時
応募人数 10名

バランス型紙とは、面倒な

カロリー計算をしなくてもバ

ランスの良いメニューが簡単

に出来る方法です。

覚えて健康的に最後のダイ

エットをしてみませんか？



ＲＥＧＵＬＡＲ ＣＯＮＣＥＲＴ 

瀬戸内町立古仁屋中学校吹奏楽部 

第９回定期演奏会 

平成２７年９月６日（日） 

午後 13 時 30 分開場 

午後 14 時 00 分開演 

場所：古仁屋中学校 体育館 

主催 古仁屋中学校吹奏楽部後援会

女性をめぐる様々な人権の解決を図ることを目的として，専用電話回線「女性の人権ホット

ライン」設置しています。 

 相談内容は問いません。相談には，法務局職員又は人権擁護委員が応じ，密密は厳守されます。 

１ 設置場所 

  鹿児島地方法務局 

  鹿児島県人権擁護委員連合会 

２ 受付時間等 

  ８時３０分から１７時１５分まで 

 （土・日・祝日除く） 

３ 電話番号          ゼロナナゼロのハートライン

  全国共通ダイヤル ０５７０－０７０－８１０

           （ＩＰ電話からは接続できません。） 

４ 問い合わせ先

  鹿児島地方法務局人権擁護課（℡ ０９９－２５９－０６８４） 

職種  ： 一般事務・来所者への対応等 

 時間  ： 8：30～17：30 

 給与  ： 5,400円/日 （月 15～16日勤務） 

 年齢  ： 20歳～45歳くらいまで 

 雇用期間： 平成 27年 10月 1日～平成28年 3月 31日 

 募集人員：2名 

  ※希望者は履歴書を下記の担当課へ郵送または持参して下さい。 

     894-1506 瀬戸内町古仁屋船津23 瀬戸内町役場 企画課まで 

     詳しくは 0997-72-1112（企画課 企画振興係まで） 

広報せとうち(９)       ８月１５日（土）～１６日（日）瀬戸内町みなと祭り

専用電話回線「女性の人権ホットライン」

瀬戸内町「寄り合い処」移転に伴う臨時職員募集



８月１５日（土）～１６日（日）瀬戸内町みなと祭り        広報せとうち（１０）
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婚・お悔やみ」
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「
年
金
情
報
流
出
」
を
口
実
に
し
た
犯
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に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

日
本
年
金
機
構
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乗
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口
座
番
号
を
聞
き
出
そ
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る
者
や
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流
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し
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個
人
情
報
を
削
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し
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あ
げ
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」
と
持
ち
か

け
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く
る
者
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現
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て
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ま
す
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●
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
こ
の
件
で
お
客
様
に
電
話
や
メ
ー
ル
で
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絡
、
又
は
お
金
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Ｔ
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ご
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所
に
よ
る

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
受
給
に
関
す
る
年
金
相
談
を
開
設
い

た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。ま
た
、

予
約
制
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
役
場
町
民
生
活
課
国
民
年

金
係
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

年金キャラクター

「もくもく」

ね
ん
き
ん

コ
ー
ナ
ー
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～

通

学

路

の

安

全

～

６
月
２８
日
、
油
井
集
落
側

（
内
田

百
一
区
長
）
に
て
、
油

井
～
久
根
津
間
の
久
根
津
ト
ン

ネ
ル
開
通
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ト
ン
ネ
ル
本
体
の
長
さ
は
、

３
１
８
㍍
で
、
取
り
付
け
を
含

む
新
設
道
路
の
総
延
長
は
６
１

０
㍍
。
車
道
幅
員
は
、
片
側
３

㍍
の
２
車
線
で
、
幅
２
㍍
の
歩

道
を
設
け
、
旧
道
に
比
べ
約
５

６
０
㍍
短
縮
と
な
り
ま
し
た
。

久
根
津
集
落
か
ら
油
井
小
中
学

校
に
通
う
児
童
生
徒
は
８
名
お

り
、
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
で
交
通

の
円
滑
化
だ
け
で
は
な
く
、
児

童
生
徒
を
含
め
た
歩
行
者
の
安

全
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

～
犯
罪
や
非
行
を
未
然
に
防
止
～

７
月
１
日
、
町
役
場
委
員
会

室
に
て
、
第
６５
回
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
結
成
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国
民

が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪

を
犯
し
た
人
々
の
更
正
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
、
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。
今
回
、
鹿
児
島
保

護
観
察
所
奄
美
駐
在
官
事
務
所

一
日
所
長
へ
、
永
井
し
ず
の
さ

ん
が
任
命
さ
れ
、
結
成
式
終
了

後
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を

行
い
ま
し
た
。

～

集

中

力

切

ら

さ

ず

～

７
月
７
日
、
５
年
ぶ
り
２
度

目
の
優
勝
を
決
め
た
、
古
仁
屋

中
学
校
野
球
部
が
、
町
役
場
に

優
勝
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

徳
之
島
町
健
康
の
森
野
球
場

で
行
わ
れ
た
決
勝
は
、
連
覇
を

狙
う
金
久
中
学
校
と
対
戦
し
ま

し
た
。
試
合
は
先
取
点
を
取
り

そ
の
裏
逆
転
を
許
し
た
が
、
す

ぐ
に
逆
転
に
成
功
。
最
後
は
、

金
久
中
学
校
の
追
撃
を
振
り
切

っ
て
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

７
月
に
開
催
さ
れ
る
県
大
会

で
は
「
ベ
ス
ト
４
以
上
を
目
指

し
、
精
一
杯
頑
張
り
た
い
」と
、

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

～

負

け

ら

れ

な

い

戦

い

～

７
月
７
日
、
せ
と
う
ち
物
産

館
に
て
、
第
６９
回
県
体
・
第
５６

回
大
島
地
区
大
会
の
結
団
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
町
体
育
協
会
会

長
（
上
田
敏
也
会
長
）
の
挨
拶

が
あ
り
、
鎌
田
町
長
か
ら
激
励

の
言
葉
、
そ
し
て
、
町
長
か
ら

上
田
会
長
へ
、
町
旗
の
預
託
が

あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
役
員
選
手
団
が
紹
介

さ
れ
、
２０
団
体
・
２９
種
目
・

約
３
０
０
名
の
選
手
団
を
代
表

し
て
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
の

西
弥
生
さ
ん
が
、
力
強
く
宣
誓

を
行
い
ま
し
た
。

～
全
国
大
会
・
九
州
大
会
出
場
～

５
月
４
日
か
ら
、
枕
崎
で
行

わ
れ
た
、
全
日
本
学
童
野
球
県

大
会
に
て
、
第
３
位
と
な
り
７

月
に
和
歌
山
県
で
行
わ
れ
る
、

全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。
古
仁
屋
キ
ャ
ノ
ン
ボ

ー
ル
は
５
月
に
行
わ
れ
た
、
県

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
大
会
大

島
地
区
大
会
で
優
勝
し
、
７
月

に
行
わ
れ
た
、
第
４３
回
県
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
に
て
準

優
勝
と
素
晴
ら
し
い
成
績
納
め
、

全
国
に
続
い
て
九
州
大
会
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
地
区
大
会
優
勝
、
全
国
大

会
・
九
州
大
会
出
場
の
報
告
の

た
め
、
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

久

根

津

ト

ン

ネ

ル

開

通

古

仁

屋

中

野

球

部

古
仁
屋
キ
ャ
ノ
ン
ボ
ー
ル

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

大

島

地

区

大

会

結

団

式
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　　　　 快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト

　　・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理 家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

　　・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等 　収　集　運　搬

（　有　）　瀬　戸　内　清　掃 　      １袋からタンス・ベッドその他まで

代表取締役　　　牧　　　学 お　気　軽　に　お　電　話　下　さ　い

　　事務所　 　７２－３９７３　　　　 　７２－３７１４　　　 　７２－０７５４

法律相談会（無料）のご案内

司法書士による法律相談会を開催いたします。

【相談日時及び場所】８月１３日(木) 午前１０時～午後１時 

町営コーラルタウン船津団地 集会場

※本相談会での直接受託は原則行いません。

  正式な依頼に至った段階で、費用が発生します。

【問合せ先】瀬戸内町商工会青年部 

℡ ０９９７－７２－０１４７（担当：伊地知）


